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NO.41 

○ワークショップ １０：３０～１５：１５ 
【講堂棟内】  
 ・健康いきいき生活術（13:30～）（OPP） 
 ・ミニ本作り（本と子どもの発達を考える会） 
 ・ペーパークラフト（松本シニアネットクラブ） 
 ・積み木広場（オイスカ長野県支部中信推進協議会） 
 ・相続無料相談（全国相続協会） 
【並木道】 
・ウォークラリー（信州まつもと山岳ガイド協会やまたみ） 
・はっぱスタンプ（森倶楽部２１） 

 ・森のおもちゃ館、おもちつき（11:00～）ほか 
（松本わらべ館設立準備室） 

 ・バルーンアート（インターナショナルハンドシェイク） 
 ・ペットボトル風車工作ほか（３Ｒおじさん） 
 ・リユース食器の無料提供（松本市消費者の会波田地区） 
【本館１階】 
 ・チャリティーフリマ（同窓サークル） 
 ・ミシンカフェ（子育てコミュニティサイトPJ） 

○喫茶・販売(会場：並木道)１０：３０～１５：１５ 
※オリジナルグッズやカレー・焼菓子・アイス・ドリングなどを販売！ 
 

◇人にやさしい街づくり推進協議会 ◇てくてく 

◇コムハウス ◇パノラマ ◇フットワークなぎさ 

○オープニングセレモニー  

１０：００～１０：３０（会場：講堂） 
※神林太鼓連によるパフォーマンスで 

「ぼくらの学校」開校！ 

○展示ブース    

１０：３０～１５：１５ (会場：講堂) 

※各団体の活動が一目でわかるポスターなど展示！ 

○スタンプラリー １０：３０～１５：００ 
※展示ブースやワークショップをまわり、スタンプ

を集めて景品をゲット！ 

【抽選会】（会場：講堂） 
・午前の部 １２：００～  

・午後の部 １５：１５～（帰りの会内で実施） 

○団体アピールタイム  
※各団体の活動や活動に対する思いをアピール！ 

・第１回１０：３０～（会場：講堂） 

・第２回１１：００～（会場：並木道） 

・第３回１３：００～（会場：講堂） 

◆日  時：10 月 30 日（火）14:00～17:00 
◆場  所：まつもと情報創造館（松本市大字和田 4010-27 臨空工業団地内） 
◆対  象：サポートセンター登録団体 
◆定  員：２０名 
◆受講料：無料 
◆講  師：草間淳哉氏（ナガブロ: http://www.naganoblog.jp/運営、株式会社ウェブエイト代表） 

◆問合せ：市民活動サポートセンター  

Facebook を使って、SNS を
活用した仲間づくりを 
してみませんか？ 

 

○帰りの会  
１５：１５～１６：００（会場：講堂） 

※色々な思い出とともにみんなの心をつなげて 

「ぼくらの学校」閉校！ 



 
東日本大震災等による避難者家族の子育てを支援する、託児ボランティアの

養成講座が７月 31日（火）をもって終了しました。受講生 24名は、各種コーデ
ィネーター、保育士等の専門家により、ボランティアの心構え、幼児の特徴、事

故や病気の応急処置、コミュニケーション術、身近な物を使った遊びといった、

託児ボランティアとして活動する際に必要なあれこれを学びました。 
最終回の心理カウンセラーの堀金實樹子氏の講演「人とのかかわりをもう一度考え直す」では、「人

は人との関わりなくしては生きてはいけない。」「人と関わる時は五感を働かせることが大事で、更に大

事なのは心で感じること。言葉で相手に伝えられるのは１０％だけ。」といった、カウンセラーとして

の経験やボランティア体験に裏打ちされたお話をお聴きしました。なかでも特に、「自信をもってやっ

てください。自信とは自（おのれ）を信（しんじ）ること。ありのままの自分（良いところ悪いところ

を含めて）を自分自身が認めることが、自信につながります。」という言葉は、参加した皆さんの心に

深く響いた様子でした。 
その後、受講生達は早速、サポートセンターの避難者交流委託事業を中心に、託児ボランティアとし

ての活動をスタートさせています。 
９月６日開催の「じっとみて！」親子カラーセラピーワークショップ（フリマネット信州主催）では

4 名が活動。お預かりした１歳１ヵ月のお子さんは２時間の託児の間のほとんどを泣いて過ごしていま
したが、ボランティアの皆さんは臆することなく対応していたのは流石でした。 
 今後、様々な機会をとらえて、託児ボランティアとしての活動を進めていく予定です。（やまざき） 
                              
                       

 
 
 
 

 
 
 
  

  

 

 

～峠に立って見はるかす～とは、山を登り峠に立ったときに、遠くまで晴れ渡った景色の中で過ぎて

きた道が見え、またこれから行く道も見渡せるというイメージ。このイメージはプラチナ世代の生き方

と一緒。自分の生き方を振り返りながら、今後どういう生き方ができるかを考えることが大切で、自分

や家族のために一生懸命過ごした時期を経ているので、これからの人生での「二里目の仕事」では、社

会の中で何が出来るか、自分に与えられている使命はなにかを選び取って実践してほしいと強調されま

した。 

                     大澤先生自身、開智の松本教会に牧師としていらっしゃ

ったときに、ご自分のお子さんがこども病院に入院したこ

とがきっかけで「松本カンガルーの会」を立ち上げ、入院

中のこどもたちとその家族の支援活動をされていました。 

その後転勤された新発田市では、サンタ・プロジェクト 

しばたというシステムを作って、たくさんの「サンタになり

たい人たち」とこどもたちをつなぐ活動をしています。これは、病院

とサンタ・プロジェクトと書店が連携して、プレゼントしたい人が入

院しているひとりの子のために本を１冊選び、匿名でメッセージを

つけて贈ることができるしくみです。         （かない） 

 

８月７日に  

プラチナ世代セミナー“輝いて生きるために” ～峠に立って見はるかす～ 
が 開催されました。 

講師は、大澤秀夫氏（NPO 法人ライフデザインセンター理事・敬和学園人文学部教授） 

託児ボランティア養成講座の開催、そして。。。 

★病院で過ごす子ども達に本を贈る 
サンタ・プロジェクトを、松本でも計画中。 
興味のある方は、当サポートセンター 
（０２６３－８８－２９８８） 
までお問合せください。 
 




